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「生徒指導jの歴史的変遷

中西修一朗

1 .はじめに

生徒指導が学校教育の重要事であることは論を侠

たない。文部省によって提唱されてきたこの生徒指導

としづ言葉は、教育を取り巻く状況の変化に伴って、

その意味合いを変化させてきた。教育課程を規定する

2017年に改訂され、その全面実施を翌

年に控えた今、あらためてこの言葉にどのような意味

を与えられてきたのかを通観し捉え寵すことは、今後

の生徒指導のあり方を見通す一助となろう。

そのためには、生徒指導とそれ以外との関係性（生

徒指導の外延）、およ

てきたのか（生徒指導の内包）という鰐詞か

ることが求められる。具体的には、まず、

おけ どのように変遷してきた

のかを検討し、その後で、生徒指導の内容がどのよう

に変遷してきたのかを明らかにしよう。すると、生徒

指導はその変遷の途上で様々な指導内容を包摂し、

徐々に包括的なものとなってきたことが分かる。この

ことを踏まえ、最後には、生徒指導の原点に立ち返っ

て、その意味について考えたい。

2.教育課程と生徒指導との関係の変遷

2010年に発表された生徒指導の基本テキストであ

る『生徒指導提要』は、生徒指導の教育課程における

位置に関して「生徒指導は、教育課程における特定の

教科等だけで行われるものではなく、教育課程のすべ

ての領域において機能することが求められていますjI 

と論じている。反面、「教育t課程の基準を大綿的に定め

るものJ2と規定されている学留指導要領が生徒指導と

いう言葉をどのように扱ってきたのかといえば、必ず

しも「すべての領域で機能するJことばかりを強鵠し

てきたとは言えない。ここでは、学習指導要領におい

119 

て生徒指導とし、う言葉がどのように扱われてきたのか

を確認する。

戦後まもない時期に新しい教育の道を示そうとし

た1947年の『学習指導要領（試案）』には、生徒指導

もしくは生活指導という言葉は登場しない。最初の表

記を確認できるのは 1951年版であり、そこでは生活指

導と呼称されていた。小学校では「家庭生活指導J3、

中学校では「道徳教育について、この年令の生徒は、

ややもすれば、行動に混乱をきたしやすし1から、特;JIJ

よびその他の機会に、生活指導をいっそう

させる必要があろうJ仁高校でも「この年令の生

徒は、ややもすると観念的に走りがちであるから、行

動がこれに伴うよう、その生活指導のすべてをいっそ

う組織的に行うことが必要であるj吃記されている。

中学校及び高校において、道徳教育ごとの関連で語ら

れている点は、 f道徳、の時間J特設以前において、生徒

指導に道徳性の育成が強く期待されていたことを象徴

している。中学校では行動の混乱を正す、高校では観

念だけでなく行動を停わせるというように、指導の重

点が推移している点は興味深い。

1958年の改訂はどうだろうか。高等学校篇に付録さ

れている「高等学校教育課程改訂の基本方針Jでは、

「特別教育活動その抱における生徒指導をいっそう充

実強化したJ6と記載されている。このことから、改訂

において生徒指導の重要性が意識されていたことが分

かる。それにも関わらず、小学校から高校まで、「生活

爪時凶出現出増百有地し4、ら消え去ってしまう。

このことは、 1968年からの改前に際し、中学校学習

指導要領の新i日比較表の中で、 1[1958年版は］生徒指

導については規定がない」？としづ反省をもたらしてい

る。それを踏まえ、 1968年版は「生徒指導jに言葉を

変えつつ、再びこれに言及するようになった。



でも高校でも f教師と生徒および生徒相互の好ましい

人間関係を育て、生徒指導の充実を腐ることJ8として、

人間関係を育てることを通じて生徒指導をするこ

とを規定している。ただし、中学校・高校ともに配慮

事環として触れるに留まっており、小学校については

依然言及のないまま残された。

この内容は、 1977年の改訂においても基本的には変

北しない。唯一、 f改訂の要点Jとして、人間関係を深

めることが生徒指導だけでなく道徳教育にも関係する

ことを指捕しているのみである 90

大きな変化が見られたのは、 1989年からの改訂であ

る。総員ljにおける生徒指導の規定を詳しくするととも

に、特別活動の意においても生徒指導と

するようになった。学技階梯ごとに抜粋・整理すると、

表 1のようになる。

ポイントは、次の4つに整理で、きょう。第一に、小

学校においても生徒指導への雷及が始まった。単に人

間関係を育てるというのみならず、

深めることを前提としている。第二に、中学校・高等

学校でも、「生徒が自主的lこ判断、行動し、積接的に富

三を生かしていくことができるようjにするという、

話的規定を明示するようになった。第三に、

特別活動の主主において生徒指

導と関連、もしくはその機能を活かすことを保してい

る。小学校で、は特に学級活動に焦点を合わせ、

高校では生徒揺導、

意すべきことを示している。

る施策として、特部活動の時簡を用いることを促すこ

とは、それまでには無かったことである。第四に、特

別活動での言及が追加されたものの、依然として総員IJ

と特別活動以外の章（各教科や道徳、の時間）において

は、生徒指導の語は一切使用していなし、。これはその

した方針となっている。

続いて、「総合的な学習の持関Jの導入を特徴とす

る1998年の改訂は、生徒指導の扱いに関しては部分的

なものに留まっている。小学校で、は、総長IJに f日ごろ

から学級経営の充実を陸りJ10という

の前提として付加された。

員IJでも f教師と生徒の信頼関係及び生徒相互の女子まし

い人間関係を育てるとともに生徒理解を深めj 11とい

うように、生徒理解を重視する規定が盛り込まれた。
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表 I 1989年版学習指導要領の

「生徒指導jに関する記述 12

第1章
「教師と児童及び克童相互の好ましい人

間関係を脊てるとともに児童理解を深
総員日
め、生徒指導の充実を摺ること。j

校ρづふLと手
第4章

f学級活動の指導については、学校や児

童の実態に応じて敢り上げる指導内容の
特別
重点化を摺るようにすること。また、生

活動
徒指導との関連を揺るようiこすること。j

f教師と生徒及び生徒相互の好ましい人

第u撃 関関｛系を育て、生徒が自主的に判断、行

総員IJ
動し犠極的に自己を生かしていくことが

校学中

できるよう、生徒指導の充実を諮るこ

と。j

f生徒指導の機能を十分に生かすととも
第4主審

に、教脊棺談（進路相談を含台。）につい
特別
ても、生徒の家庭との連絡を密にし、 i麗

活動
切に実施できるようにすることJ

第l 中学校に準ずる er自主的jが f主体的j

校高等出寸＂－

総員IJ となっている）。

第3章
特別 中学校；こ関じ。

活動

また、中学校・高等学校ともに、生徒指導に関する

項に前後する形で、進路指導やガイダンスに関する項

誌が追加されている。開えば、中学校では「生徒が告

らの生き方を考え主体的に進路を選択することができ

るよう、学校の教育活動全体を通じ、言十闘的、

な進路指導を行うことJとして進路指導の項目が、ま

た、「生徒が学校や学級での生活によりよく適応すると

ともに，現在及び将来の生き

能力を育成することができるよう，

体を通じ，ガイダンスの機能の充実を図ることj とし

てガイダンスの項目がまとめられている円これによ

り生徒指導は、進路指導およびガイダンスと辻相対的

に独立するものとしての性格が強められた。

2008年からの改訂は、ゆとり教育かちたしかな学力

への転換を決定づけた。

ただし、小学校の特別活動に関しては、

との関連を指示していた項目において f道徳の時間j

との内容的な関連も提すようになり、生捷指導よりも

むしろ道徳教育との結びつきを強く読み取れるように



なっている I¥

先般の 2017年改訂は、生徒指導に関しても大きな改

訂となった。それまでと異なり、各学校階梯における

表現はほぼ統ーされている。小学校では、総則におい

て「児童が、自己の存在感を実感しながら、よりよい

人間関係を形成し、有意義で充実した学校生活を送る

中で、現在及び将来における自三実現を図っていくこ

とができるよう、先輩理解を深め、学習指導と関連付

けながら、生徒指導の充実を図ることJとされ、特別

活動では「学級活動における児童の自発的，自治的な

活動を中心として、各活動と学校行事を相互に関連付

けながら、綿々の児童についての理解を深め、教師と

児童、児童相互の信頼関係を青み、学級経営の充実を

回ること。その際、特に、いじめの未然防止等を含め

との関連を留るようにすることJと記述さ

れておりベ各文の児童を生徒に置き換えればそのま

ま中学校・高等学校における記述となる。

く4つ挙げることができる。

特別活動において「自発的・告治的な

活動jを中心とする中で生徒指導との関連を留るよう

に指示していることである。第二に、総則において、

従来のよう

れと同時に自己の存住感を実感することを説いている。

「現在及び将来における自弓実現Jとしづ記述とも桔

侠って、自己という視点の重視が読み敢れる。第三に、

これも総長りにおいて、学習指導と関連付ける必要が指

摘されているのも画期的である。生徒指導と学習指導

との一方に偏せず、相即的に進めていくことを重視し

ていると脅えよう。第屈に、特別活動において九、じ

めの来然妨ll:等を含めた生詑指導との連関Jというよ

うに、学級活動において生徒指導を機能させる際には、

いじめへの対策を視野に寵くことを強調している。

また、いずれの学校指梯においても、総長IJにおける

告の直前の項自では「学習や生活の基盤

として、教師と児童との信頼関係及び児童相五のより

よい人間関係を育てるため、日頃から学級経営の充実

を困ること。また、主に集団の場語で必要な指導や援

助を行うガイダンスと、鱈々の児童の多様な実態を踏

まえ、一人一人が抱える課題に個別に対応した指導を

行うカウンセリングの双方により、児童の発達を支援

することjを、直後の項目では「児童が、学ぶことと
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自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職

業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に

付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ

各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を歯る

ことjを示している 16。生徒指導が、ガイダンスやカ

ウンセリング、キャリア教育tと関連しつつも、相対的

に独自な位賓を占めることを示していると言えよう。

以上、学習指導要領における生徒指導に関する記述

の変化を追ってきた。備隊すると、①生活指導として

始まりつつ、一度記述がなくなったのちに 1968年以蜂

は総則の中で生徒指導として再登場した、②1989年か

らは特別活動においても言及されるようになったが、

それ以捧も総賠と特別活動での言及に限定されている、

③1998年改訂以降は、総別の記述において、徐々に生

徒指導が、ガイダンスやカウンセリング、進路指導や

キャリア教育とは別項で語られるように変化している、

④2017年改訂では、自発的・自治的活動との関連が言

及されている、と整理できょう。

との関係で捉えた場合、生徒指

との関連を指摘されながらも、

ものであり、ガイ

ダンスとも進路指導ともキャリア教育とも相対的に独

立しつつ、特に自発的・自治的な活動に関わるものj

と設えるだろう。ただし、これだけでは、生徒指導で

は何を吾指し伺を行うべきなのか、という規定とは言

えない。それに言及するためには、生徒指導の内容が

何であると考えられてきたのかを、併せて考えねばな

らないだろう。次にはこの側面から生徒指導の変遷を

検討しよう。

3.生徒指導内容の変遷

ここでは、生徒指導の内容としてどんなものが重要

だと考えられてきたのかを検討する。学校の生徒指導

に資するために公的にまとめられた資料は譲数あるが、

その中でも、文部省および文部科学省がまとめた 1949

年の『中学校高等学校の生徒指導よ 1965年の『生徒

指導の手びきJおよび 1981年『生徒指導の手引（改訂
版）』、 2010年の『生徒指導提要Jは、各時期の実践を
先導した資料として重要である。ここでは、これらを

主たる手がかりとしながら、生徒指導が生活指導と分

離した過程と、その後、生徒指導概念が包括的なもの



となってし1く過程に焦点を合わせて検討する。

( 1) 「生徒指導j と f生活指導j との分離

指導の内実を公的に語る文献において、生徒指導と

より用いられてきた。 1947年の

はその代表的なもの

であり、生徒指導という用語を使用した最初の文書だ

としづ指摘もあるべただし、先に確認した 1951年の

また 1952年の「文部省組織令Jにお

いては「生活指導j という言葉が能われており、戦後

初期の文部省は、両語を明瞭に区別していなかったこ

とが読み取れる。

一方、特に生活綴方などを中心とした民間教育研究

運動においては、米間の鋲1idanceの訳語としての生徒

とは意識的に区別して、生活指導の語が用いられ

てきた。例えば、蜂農慶は f生活指導の本質Jにおい
て、ガイダンスが教授学習関係のあり方の一つを指す

のに対し、生活指導は教青する目的を基準にした概念

であり、価値観の指導を狙ったものでると整理してい

る 180 1959 

の流れを代表するもので、あった。

したのとは対照、的

に、文部省は次第に生活指導としづ用語の多義性に対

する懐疑を示すようになる。その端緒は 1958年の料、

に見られる。ここでは「道徳の時間J

との関わりにおいて、生活指導を次のように論じてい

る。 f生活指導ということばは、

おいてさまざまな意味を持って使揺されてきた。たと

えば、個人的な相談・助言、韓康・安全の指導、余暇

手iJ用の指導、進路選択の指導などを意味するものとさ

れたり、児童の日常生活に即した道穂、性の指導と解さ

れたり、あるいはこれらのすべてを含むものとされた

りした。また、教科以外の活動が、そのままただちに

生活指導と考えられたり、さらに生活指導が全人的教

育とか人関教育とかいうような、非常に芯い意味にば

く然と使われたりしたこともある。このように、生活

指導ということばは、きわめて多義的に用いられてき

たのであるが、しかし、生活指導として行われてきた

さまざまな指導の中には、道徳性の指導に、直接また

は間接に関連のあるものも少なくなかったのであ

るJ19aこれを踏まえ、 f道徳、の時間」における指導が、

児意の道搭J性を組織的な指導計闘のもとに深めるもの
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であるのに対して、生活指導は f道徳教育を夜接の呂

的としたものではなく、［中路］児童の誌

の処理にとどまるJ20ものであるとして批判的に捉え

られた。

1965年の『生徒指導の手びきj（以下、 F手びきJと
記す）もまた、生活指導の多義性を疑問視する見方を

採用した。これ以降、文部省は生徒指導に統一する方

針を示し、

f周知のように、

活指導』ということばがあり、この二つは、その内容

として考えられているものがかなり近い場合があるが、

という用語は現在かなり多義に能われて

いるので、本書では

れた。しかしながら、こ

に対する相対的特質を把握するには不十分である。そ

れというのも、先に確認したように、そもそも生活指

導の多義性に対する批判は f道徳の時間Jとの対比に

端を発するものであり、また、従来の文部省も生徒指

導と生活指導の2つの用語を漉用しており、

ると蓄えるからである。

という用語の焦点はどこにあったの

だろうか。その手がかりの一つは、 1960年を前後する

青少年非行の深刻化に対応するため、 1964年に「生徒

の指定や「生徒指導主事Jの全国記置な

どが行われたことである。すなわち、ここで使われて

いる生徒指導とは、非千子に走る個別の少年・少女に対

してどのような指導をするかに焦点を合わせており、

指導を fひとりひとり

個性の伸長を留りながら、

高めようとするものであるJ22と定義し、一人ひとり

の生徒の指導という備面を強調している。さらに、そ

の其体的方策と

ことも藁要だろう。

「それぞれ個人によって事情を異にするもので、

集団の全体を対象とするような一般的な指導では解決

できないj ものであり、なおかっ fそうした悩みや困

難は、生活への適応を妨げ、教育の効果を錬外し、人

格の形成に支障をきたすjために、 とって

の重要な課題であるJ23とみなしている。



このように、『手びき』の時期において、「生徒指

導jは、特に非行生徒を中心として、生徒一人ひとり

に対応する倒別指導を中軸とするようになった。この

ことは、 1947年の『中学校・高等学校の生徒指導Jが
生徒指導の計闘を「教室や特別な学校活動を媒介とし

て、生徒が適切な適応を学ぶのを助けるものJ24とい

うように、教師の働きかけを集司活動に限定していた

ことは対照的である。このような変還を経て、現在で

は、 f実現の方法においては、生徒指導と生活指導とで

は性質が異なることに着目しなければならない。生徒

指導が、生徒の個々の興味や特性に応じた錨別的な指

導というニュアンスであるのに対して、生活指導では

具体的な集団生活における指導が重視されているので

あるjと解釈されるのが一般的な見方となっている25a

( 2）生徒指導の忽話化

の路線は、その後長らく生徒指導の指針

として維持された。 1970年代には、学校における校内

が問題となり、これを受けて 1981

Jが発表された。し
カ込し、

かった。

1980年代には、非行歴のない生徒が遊び感覚で犯罪

行為を行うことや、いじめや不登校などが問題となっ

た。さらに2000年代に入ると、権威に対する反抗とし

ての非行が目立たなくなる一方で、注意されたことに

対して暴力を振るうなど fキレるj子どもの増加が問

題視されるようになった。このように生徒指導には新

たな課題が次々と現れたが、『生徒指導の手ヲI（改訂

版）』以降、その指針を示すものは長らく公表されなか

った。

この状況下で、 （改訂版）』から 29

年の持を経て公表されたのが 2010年の

要』（以下、『提要Jと記す）である。 F提要』は、「一
人ひとりの兜童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図

りながら、社会的資質や行動力を高めることを目指し

て行われる教育活動J26というように、『手びき』以来

の基本的な定義を踏襲している。一方で、生徒指導を

学級担任や家庭の仕事として関ざすのではなく、スク

ール・カウンセラーとの連携や教員相互の協同を探る
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ことが必要で、あると、生徒指導の体制づくりとして論

じている。これによって、発達障害やいじめなど、様々

な関題に対応しようとしている。

このような『提要』における生徒指導観は、従来の

ものとは異なり「児童・生徒に、多様な人々が、多様

な場所で、多様なアブ。ローチで関わり、発達段階に応

じて個性にも志じた個別的な成長発達を支援していく

ことJ27と定義できると解釈されている。この包括性

は進展でありつつも 1 教育そのものとの差異、すなわ

ち生徒指導の特殊性が媛昧になってしまうため、「ど

のような人育てをしたいのか、子どもたちの未来にど

んなことを託すのか、そのためにはどんなことを大切

にしたいのかといったことは、見えてこなしリことが、

課題として指摘されている 280

( 3）小括

以上のように、戦後の生徒指導は、生活指導の多義

性を批判して、一度はこれとの分離を図り、舘人指導

を重規するように自らを限定した。しかしながら、生

徒をめぐる

となっている。それは、 2.で

整理した規定とまとめ合わせれば、「教育課程全体と

しつつ具体的には特別活動の中で指導するもので

あり、ガイダンスとも進路指導ともキャリア教育とも

相対的に独立しつつ特に自発的・自治的な活動に関わ

る形で、生徒一人一人の課題に対応し、そのための環

境を整備するものj と言えるだろう。

しかしながら、このような但括化は、生徒指導が重

視する理念を媛味にしている。生徒指導概念が再び包

括化し、学習指導要領でも自主的・自治的な活動との

関連を園ることを促していることは、生活指導として

分離した集団信導こそが、生徒指導にとって本震的に

重要で、あったことを示唆している。では、偶者を来分

化のまま一体的に捉え、その理念を掲げた戦後直後の

とは、いったいどのようなものだ、ったのだろ

うか。今あらためて、生徒指導と生活指導とを区別せ

ずに理念を掲げた、生徒指導の原点を確認する必要が

あるだろう。そこで次に、「生徒指導Jテキストとして

の原点、である『中学校・高等学校の生徒指導Jの内容
をあらためて検討することで、この課題に取り組もう。



4.生徒指導の原点一『中学校＊高等学校の生徒指導i

本書は、 1947年に関部禰太郎を代表として文部省に

設置された委員会によって、 1949年に作成された。こ

の委員会は、学籍簿を単なる行政記録ではなく、

の指導に活かすための資料を整える教育記録へと転換

することを目指すもので、あった。その場結として、生

とは何でありどのように計画すべきかに議論が

及び、その成果として本書がまとめられた。

本書では、まず教育の目的を、知的な学習も含めた

f生捷の人格的発達j と「生徒の公民としての発達j

と f職業的発達j とに分ける。その上で、

することの機能として、①

に保つj、②生徒が「永久的に適｝；む不十分の領向をつく

ることがないようにするJ、③「不適応を初期のうちに

なおすために矯正法を符うj、③「専門家があればそれ

に委託するJの4つを挙げている 2¥

この 4つの機能を十分に働かせるために、 2

指導の技慌を活用する必要がある。 fすべての生徒は教

科課韓（生活に対する適応の問題をめぐって編成され

た）学習指導要領各科縞・特別な学翠単元・特別な活

動・学校の健康計画・学校レクリエイション等々の種々

より、いろいろの方法で達すること

ていて、殺

しみ深く、しかも頼りになってくれる教師と岳分の問

題を話し合うことを要する特別な相談の者も必ずいる

ものであるjぬというように、生徒指導は大きく

指導と個人指導に分けられ、こ

廷しあうことで十全に機能すると考えられた。

1ては、毛主同指噛ー幅滋次虫、I±，似 'Z '"" 

という 3つが相互浸潤する関係にあり、

1と断ったうえで、その指導法およ

り組みを8種に分けて説明するに留ま

る。すなわち、 rA密接・相談・会話j、rB観察、生徒

の生活時翠録、日記および自叙伝ム「C個別化された

教授j、ro生徒に経済的補助を得させる援助j、「E診

接所への委託j、rF観察及びその他の適当な方法J、

rG事例研究会J、担指導職員の現職教育jであるへ

これと比較すると、集団指導については、

ところから大まかな内訳、さらに具体的な指導の馬語

にいたるまで、より詳細に描き出している。まず、

回指導を、決してすべての生徒に画一的に関じことを
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強し1るものではなく、「指導が全体としての集屈を解

体することなしに個人に施されることを意味するJ32 

と規定している。

そのよで、このような集団指導の内訳を 3つに分類

する 33。第一に、「各年齢別学年集団の『一般的Jな要

求・興味・適正に基く集団活動を手段とする集団指導j

であり、これは学習指導のほか、

の整備なども含む。第二に、「向じような興味・要求・

適正等をもっ生徒の小グループを通じての集団指導、

たとえば趣味のクラブ、社交クラブ、

別な活動にたずさわる生徒のグノレーフ。等j の指導があ

る。一例として、「日本史の単元におし

生徒のーグループ。は特に人類学に興味を持ち、その単

元における彼らの特別な活動として一定期間、アイヌ

人の家族生活を研究し、これを日本人の生活と比較し

ようと決めるjとしづ場部が例示されている。第三に、

「集団の中でする鶴人の指導は個人の興味、要求、適

正等に基いていることjへの在意が促される。いわゆ

る f問題の生徒Jへの指導である。例えば、宇の苦手

う、元気のない少

女がし、れば、食物に関する授業で食事における果物と

野菜の価鑑を研究させ、授業で討議する、などといっ

たこと

した個々人の指導、というよう

に、指導単位の大きさ基準とした分類である。いずれ

の局面にしても、図書館の利用や人類学的研究、食物

の研究など、自ち調べることを重視する点において通

臆していることは興味深い。教育課盤上に「店出研究j

が位置付けられていた当時において、

自分たちを取りまく

メージが含まれていたことを看守できょう。

一方で、知的な研究だけでなく、

ことを通じて、よい公民として

の育つことも期待されていた。このことは、実探にど

のような時間と方法を用いて集団指導を行うのかを、8

つに分類して説明した部分から読み取ることができる。

すなわち、 rAカリキュラムj、rB効果的教授法j、re

と研究室の効果的な使用j、「D特別教育活動・

趣味のクラブ・その他余暇の適当な使用法j、弓

の学校のことへの参加・ －生徒集会・教師



その他の生徒活動j、fF学校

の健康及び福祉計画J、fG職業指導J、fHホームリレー

ム（特別指導室）Jである。このうち、 Eの「生徒の学

校のことへの参加」に関しては、巻末に別資料を添付

して参照するように促していることから、特別な位賓

が与えられていたことが分かる。

その巻末資料とは、『新制中学校、高等学校管理の

手引』に掲載された「特別教育活動計爾の組織及び管

理jの章で、あった。その理念は、次の笛所から読み取

ることができる。

公民としての教育は政治に関する図書をよむ

ことによって果されるものではない。〔中路］生

徒が学校における指導者として備えるべき一定

の資格を念頭において、彼らの指導者を選ぶこと

を学ぶことができれば、成人としての生活におい

てもまた同様な賢明な方法で彼らの指導者を選

ぶであろう。学校において責任をもつことを習う

ならば、成人としての生活においても責任をもつ

であろう。

よい公民を作るこれらの資格は、

理に誼ちに参加することによってのみ、得られる

ものである。単に口先だけで生徒に参加させると

いうのでは効果もなく、また実際に害になると同

時に、生徒が物事を決定する力を全くくじくこと

になる。ある程度の責任と権限を持たしめずして

は真の参加はあり得ないへ

学校管理への生徒の参加を通じて公民としての資

質を養おうとするこの理念の下で、生徒参加の原則と

して、円 各新制中学校・新聞高等学校の管理には、

実際に生徒を参加させるべきであるJ、也 生徒参加

の組織は、生徒が自治すべき『権利を持つ』という概

念を基礎として立てられるべきではなしリ 35の 2つが

確認されている。生徒は良い教育を受ける権利を持っ

ており、その権利を保障するためには生徒参加が必要

不可欠だ、ということである。生徒が放縦に焔ることを

恐れて f自治j という言葉を意図的に避けるという限

界はあるものの、学校管理への生徒参加を生徒指導の

契機として明確に重視している。このことは、以持の

生徒指導の指導書との比較には見られず、この時期の
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特徴として特筆できるだろう。

以上のように、『中学校・高等学校の生徒指導Jは、
戦後民主教育の理念を高く掲げ、公民の育成を促すも

ので、あった。そこでの生徒指導とは、自分たちを取り

巻く事象の自主的な研究活動を促進することと、学校

管理への生徒の参加とに代表される集団指導を主軸に、

それを支えるものとして個人指導および指導上の資料

の収集に努めることを促すもので、あったとまとめられ

よう。

5. おわりに

生徒指導としづ言葉の含意は、『手びき』から『提

要Jにかけて包括北し、理念の不在が疑問視されるよ
うになった。教育課程上での具体的な指導に関しでも、

らく教育課程全体で指導することと、

特別活動で関連を図ることを指擁するに留まってきた。

その中で、 2017

を、総則では自己実現と

告発的・自治的な活動とも

とである。その歴史を踏まえれば、教育課程全体では

自己に関わる知的な探究を促しつつ、特別活動におい

ては学校管理への参加を促すことが重要だという示唆

を得ることができる。生徒指導とは一人ひとりの生徒

の非行や問題に対応することに留まらず、広く集団と

関連する指導をも含まねばならない。生徒指導の原点

を見措え、戦後初期生徒指導にあった「公民としての

教育j という理念を今ひとたび振り返ることが、ます

ます重要になるだろう。
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